
静岡大学教育学部研究報告 (教科教育学篇)第25号 (1994.3)241～ 254

｀
和音色

〃
を視点とした幼児の音楽的感性

A Study of Infant Musical Sensibility

in the Light of Tone Color of Chords

道 子

TAKEDA

(平成 5年 10月 12日 受理)

I 問題 と目的

現在の目まぐるしいまでに多彩、かつ激動のマスコミを主軸にした音楽環境……この時代性

の中に生きる現代幼児の音楽的行動°を観察している時に、特に受容の側面で、思わずはっと

する場面に遭遇することがある。

(子)｀先生「小さい秋見つけた」ひいて./″

(保)一― エレクトーンの簡易伴奏で歌  .。。

(子)｀そうじゃないの一 月塁 L´現 勇 … "

(保)一 エレクトーンの本格伴奏で歌

(子)｀うわ―うれしい。先生、足もやって/″

(前奏部を模唱)みたいにやって/″

まさに、これは和声にかかわる子どもの感性を示す喜ばしい事例の一つである。

「和音～和声の知覚は後天的なもの」②とする従来からの通説に対する子ども達からの挑戦状

のような気さえするのである。そして、このよって来たる所を、その恵まれた音楽環境とした

ならば、それはやや即断に過ぎるであろうか ?。 ともかく、家庭や社会の中での自律的な初期

学習―この発達観の重みを今更のように痛感するのである。

さて、これらの子どもの和声～和音の受容にかかわる事例を精査してみると、特に和音に見

る陰影・色彩の味わいからくる感性の側面で感じとっている例が多いことに気づくのである。

つまり、聞いた和音を和音色の視点で捉えているのではないだろうかということである。主題

への発想は、このあたりからのものと言える。

さて、この主題のために、次の留意事項を置かねばならない。

☆ 筆者による発表論文「和音色の識別能力の発達」°の内容との連繋。

* 和音色の概念規定

和音色とは、長・短 。(増)。 (減)の 4種の三和音のそれぞれが醸し出す特徴的な印象の意

である。

これを、模式図に示すと次のようになる。
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図 1 和音の構成

長三和音   短三和音   増三和音

898
減三和音

8
注)○ は長 3度、○は短 3度を示す。

つまり、長・短二つの3度音程の重なりに象徴される安定と不安定の因子が和音への印象
に結ばれると考えることができる。

* ここでの研究の対象は、
｀
和音色の感覚的印象

″
の側面であったこと。

注)音楽に情緒内容を盛る素材としての三和音がもつ ｀
色彩的性格

″
の弁別

これに対し、今回は、
｀
和音色の感性的印象

″
の側面が研究の対象であること。

注)不口音色感覚に支えられた感情部分一一その感性的イメージの形成

さて、以上により、研究目標への構想について、次のような図式 (図 2)を頭に描くことが

できる。

図2 研究目的への構想

指向するところは、 ｀
幼児の心を育てる音楽の世界

″
・

｀
味わいの音楽の世界

″
である。本

研究で、その主軸となったこの ｀
感性的イメージ″の視点も、またここに発するものである。

Ⅱ 実験調査の方法

1対 象

静岡市北安東保育園・焼津市港幼稚園・焼津市宮島幼稚園

浜松市早出幼稚園・東京学芸大学付属世田谷小学校 (小一)

[被検者数]

:年少児 129名 (男 69・ 女60)

:年中児 181名 (男 94・ 女87)

2 実施日 1991年 9月 ～12月

3内 容

(1)課題「 はい、それでは二つの音であてっこをしましょう。はじめの音はこれです。

⑭  ピアノ (長三和音一CEGを 2回 )

さあ、どんな感じがするかな……先生はね、
｀
とんぼがとまっているみたいだな

″
って思い

ました。みなさんはどうかな?一― (結果の処理)」

“和音色 "

(刺 激 )

“ 心 象
"の

形 成
|

|| |
“
電性

"の投影
|

:年長児 210名 (男 1130女97)

:小一児 117名 (男 580女59)



｀
和音色

″
を視点とした幼児の音楽的感性 243

「 はい、それでは次の音です。

⑭ ピアノ (短三和音―C EsGを 2回)

さあ、今度はどうでしょう。先生は……そうそう赤ちゃんのオルゴールを思い出しました。

さあ、みなさんは?一一 (結果の処理)」

(注)課題に設定された和音は、七音の音楽の世界を2分するDurと Mollの基軸にもかかわ

る長・短二種の、協和和音 (Durdreiklang O Molldreiklang)に 限定。さらにピアノの中音域

C～Gの完全五度内に作られるC一DurO C一 mollの主和音に該当するCEGOCEsGと し

た。これは、比較の条件を和音色に焦点化して、そのイメージ化を容易にさせたいとする年齢

発達への配慮である。また、増・減二種の不協和和音を除外したのは、これらのいずれもが長

調と短調の主要三和音 (TOD・ S)に現れないということによるものである。

け)実施要領

[幼児]

* 他の子への影響を考慮して、男女別 05～ 10名 の小グループの実施とする。

* 口答とし、子どもの生の声をそのままに記録用紙に記入する。

[小一児]

* 個別・筆答とする。

一一 以上を各クラス担任に依頼

Ⅲ 結果と考察

☆ 事例の評価基準について

結果のまとめに不可欠な、子どもの口答・筆答 (小一)に対する評価の尺度は、楽理にかな
｀
和音色の味わい″

にその基礎を置かねばならない。即ち、次のようである。う

　

＊ 長 3度…… ｀
基音に含まれる一つの倍音そのもの″

短 3度……
｀
基音に含まれる倍音に衝突する濁り

″

長三和音

―
明るさの因子

―
暗さの因子

短三和音

子どもの感性を写す具体的なイメージに対する処置は、ことの性質上まことに困難なことで

あるが、以上を以て評価の基準～尺度にすることとした。

1 イメ…ジに見る感性

実験調査から、その結果の概要、及び考察への骨子となる視点を総括して表 1「感性に結ぶ

幼児のイメージ」を得ることができた。
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表 1 感性に結ぶ幼児のイメ…ジ

武 田 道 子

年 少 年 年

女
■
ス

長

和

立
日

,小島さんが歌つてる

・実つてる

2舅

・ビんぐりがころがる音

ロ
ロ

に,こりしている      | ・にこにこしているみたい

タリスマスがきた音    : ・遊んでいるみたい

お城だつたらいいをあ    : ・元気になつたみたい

など41:            をビ7‖

,みんなでまつてるみたい    |
.・アの字がつくから・の嗽・   |
,すべり台で避んでいるみたいl  :

をビ6例 :

。い晴
。きれいを音

いい音

きれい

'1イ

オリЮ音

。お花が咲いている
.結婚式のゴーンとなる音

虫の声

1:

.りんごを食べる音

1

,気持ちがいい(+1}

・流れ星に乗つているみたい

・気持ちがいい

。とんぼが青い空を飛んでいる

・葉つばが揺れているみたい
。風が吹いている{+1)

3

・朝の音 明るい空

お日様が出てくる音

目ける音

1

・朝みたい

・颯々が花に止まつている
.蜂が蜜をのんでいる

ところ

椛に島つ編襲 |■かに11
・鯛麟の阜に引つ掛かつて   : ・燿々がとまつた

るみたい  | ・ドの音

21

・緊つぱが風で落らたヒころ

・車が止まる昔

・蜂がチクンて劇したところ

3 5 151 17 201

・お化けが風に揺れてるみたい

・魔女がヒんだ音

・食べられらゃいそう

19

。恐い音

・気持ちが悪い

。お化けがそつと出そう

.お化けの音
。こうもり
,勘珠る書

,饉がそ一っと餌を取りに行く所

・ぞ―つとする音

・恐竜が襲つてくるみたい

17
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Ｅ
Ｕ

′
仕

０
乙

・小島がお曝りをしている
。実ってる
。苗がダンスを田つてる

など10鯛

・お花が咲いている感じ

・鴨さんみたい

・気持らいい

。お魚がすいすい漱いでいみたい

・お風呂に入るときの気持

4

・雀が電信柱にとまつてる所
。てんとう虫がおtOgを

吸つているみたい

,雲が浮いている

・変を夢を見ている感じ

,夜
=ホが働いたみたい。

・お化け邑菫みたい

小 l

感 じ 方
■
ス

徹快を世界へ行つたような患じ

みんなが笑つている声

天使が田つているみたい

をビ5鯛

嬉しくなつたときの音

野原で遊んでいる

明るくて元気が出てくる

をビ6鯛 :

A

し楽

きれいな音

チュウリップが咲いたみたい

虹がいつせいに並んだみたい

きれいな音

お花ばたけの燿々

教会の奇EPAO音みたい

B

れき

1陽

い  `

32:

空に絵をかいてる子の音みたい

青い空を見ているみたい

瓢がいい音

6

l ,雲にのつているみたい

: ・空を飛んでるみたいで気持ちいい

| 
。すつきりした音

:                  8

C   :
気持ちが  |

いい :

27:性

明るい音      |・明るい台みたい

真つきヒ色みたい        l ・生がばつと明るくなつた

明るくて大賜のよう       | 
。お日さまが出た音

6:      8

Ｄ

　

　

る明

会が終わる音

びつくりしてヒまつたみたい

・ピブ・ってくるような感じ

|・
起立したみたいな音

:・ あるがシーン

|・
お剛 沈んで区みたい

的

感

Ｅ
　

　

　

定

１

安

※

ｒ

30 43
°
  156:

。オペラ座の怪人が出てきたみたい

。お化けが出てきた
。夜,一人で歩いている

4

・恐くてお化けが出そう

・びつくり糖が日いたみたい

。落とし穴に落ちちやつためたい

6
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短

和

日

・メリーゴーランド  : ・キラキラ星

みたい :

・糊さま  |・ 浅野発生がお姫様のビア

・笛の音       |  ノを弾いているみたい

31    2

・土星が回つている      | ・IIが出ているみたい

。夢の中に出てくる音     | 
・月がにつこりしているみたい

。雪が降るみたい      | ,流れ星みたい

91      5

,夕焼け

・夢見てる感じ
,メグルをくれる時の音みたい

・悲しい       | ・泣き虫さん

1:    1

・死んじゃつた音(+1}

・泣いている

:`悲しそう

31 1

・死んだ人をお見舞に行つた時

・悲しい

。泣llttヽ る

・島0幅笛の音

1

.ふくろうが鳴いている

.雨が降る

・時計のボーンとなる音
。汽笛がポー

.さみしい
。貯金箱にお金が落ちる音みたい

。海の音

5

い

卜
批

い

らヽ

時

か

カ
ム 夜になつたみたい

曇つているみたい

晴い感じがする

夜みたい

1

・夜みたい

・月が落ちてるみたい

二
日

ン

Ю

・鶏をぶる音

1

糧香花火みたい

タリップ

葉つばの音

おもちゃが1つているみたlb

金ll帖た音

'1ナ

ナをむいた音

8

・サフランが落ちたみたい
。が肺る音
。臓が飛んでいる

燿々が眠つている

虫が1飯を食べている

書が寝坊をしてい嗜

3

・流れ星がヒまるとき ・自転車で急プレーキをかⅨる

みたい

・おじぎをする時の音
。かたつむりさんみたい

3

10 12 41 28 44:
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お月さま

お友達がさよならする時rrいちやつた

かわいそうみたい

ヒんぼがね泣いている

雨ふり

風がフューフュー泣Ⅸいる

さびしそう

押し入れの中にいるみたい

人形が喋つている

ねずみが歩いているみたい

ご飯の時にお析りをしている

Xl・ ※2 ・―‐ :補‖ Jを錮

・夜の空に月が出ているみたい

・しいんヒするよう
。星を見ている感じ

・流れ星が無んでいるみたい

。お月さまが出てくる音
。星にのつたみたいな感じ

Ｇ
　
　
れき

陰

性

的

道に選つて泣いているみたい

かわいそうみたい

人が泣いているみたい

E70子が泣いている

みんなヒきよならしてらみたい

悲しくて泣いている

14

Ｈ

　

　

し悲 い

37

枯れ葉が落ちる音

さびしくて月のよう

つらいおヒ

雨の日みたい

夜・犬が吠えてるみたい

晴くなつて出かけるみたい

I

さび しい

夜になつてくる音

鯉

夜の悔の音みたい

電気を滞したみたい

夜の嗜みたい

暗晴

G

暗   い

23

風がヒんでる

さとドhか 。

教会のかねの音

K

やさしい

かわいい

L

・
※2

「 安定感 J

8

42 46 254
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なお、この表 1の ために若干の0を添えると次のようである。
。 この表は、保育者によって記録された子どもの生の具体的なイメージのうち、基準尺度に

照らして妥当の圏内にあるものと評価された主なものについての一覧である。Aか らLにわ

たるイメージ群毎の、そこから抽出された
｀
感じ方

″
の因子による類型化、および長・短三

和音の別、年齢の別、性の別毎の頻数化などがその内容である。
。 事例は3例 までとした。
。 小一の実験データは、感性の育ちに関する幼・小の関連……その展望に資するための参考
である。

なお、ここでは、調査の方法が個別・筆答の形であったことから、頻数面での幼児との単純・

不用意な比較・対照は慎重にしたい。

以下、内容の精査に移ることにする。

(1)長三和音の受容にみるイメージ

[イ メージ群
―

A]

感性への因子「楽しい」の感じ方でくくられたこの事例群は、その頻数41(幼300小-11)
を教え、今回の調査ではトップに位したものである。イメージするところは、陽し 」ヽ・「遊び」・

「歌」など子どもの生活経験へのつながりが中心である。

なお、事例
｀
どんぐり

″
にみる奇抜さ、

｀
猫のダンス″

に見る子どもらしさ、
｀
アの字がつく

から
″

にみる感覚→感性の育ち、又
｀
お城

″の発想にみる男の子らしさなど、いずれも異色の

ものとして注目に値しよう。最後の ｀
お城

″の事例は、「安定感」(※ 1)の柱への関わりも持
て,。

[イ メージ群
―

B]
,感性への因子「きれい」の感じ方でくくられたこの事例群は、その頻数32(幼 12・ 小-20)
を示し、イメージする素材―  「音」・「花」等への高い確率が目立っている。このうち「音」
としての捉え方では、擬音・擬声など描写的な感じとり方、 い`い音

″
のような い`い気分

″

そのままの響きの協和感からくるものが特徴的である。

[イ メージ群― ― ―C]

感性への因子「気持ちがいい」の感じ方でくくられたこの事例群は、その頻数27(幼130小
-14)。 例えば、 ｀

乗ってる
″
・

｀
飛んでる

″
・

｀
揺れてる

″0｀吹いてる
″
・

｀
泳いでる

″
の様

に、連想の中に「動き」の要素を含めた具象化が目立っている。また、ここでも文字通り「気

持ちがいい」という和音の持つ雰囲気 0気分をそのままの捉え方の傾向が顕著である。この抽

象的な次元の表現の中には、発達面の要素のちらつきを認めることができる。

[イ メージ群
―

D]

感性への因子「明るい」の感じ方でくくられたこの事例群の頻数は最少の19(幼 5。 小-14)

例である。幼児の発達に照らして、「楽しい」→「きれい」→「気持ちがいい」、そしてこの

「明るい」の序列を考えた時、また見逃せないものを覚えるのである。素材的には、「お日さま」・

「朝」・「空」など多彩ではあるが、領域「環境」に包含される「自然」の題材が圧倒的である。

異色のものとして
｀
開ける音

″0 ・`… 真̈っ赤な色みたい″
は楽しい。

[イ メージ群
―

E]

累計37(幼230小-14)例にも及ぶ※ 1「安定感」のイメージにみる姿態は、ここでもまた
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多様であるが、その代表例として 蝶`々が花にとまってる
″の形態を取り上げることができる。

そして、このE群は、異次元の要素を含むものとして、更に別次元の考察を必要とするもので

ある。このことについては、『補遺一 イメージ群のまとめ「安定感」(※ 10※ 2)について』

に譲ることとする。

さて、以上を総括して、「長三和音の受容にみる感性的イメージ」(A～ E)は、表 1に示す

ように「陽性的」なカテゴリーのものと断ずる事ができよう。

(a 短三和音の受容にみるイメ…ジ

[イ メージ群一 ―
―F]

音の受容を「 こわい」の因子で受け止めた事例は、78例 (幼680小-10)の多きを数え、長・

短両三和音を通じて最高の頻数である。

つまり、「 こわい」の感情こそは、子どもの心を刺激する原初的なものなのである。素材と

しては、
｀
お化け

″への連想を筆頭に、
｀
魔女

″
・

｀
恐竜

″
・

｀
落とし穴

″
・

｀
びっくり箱

″
・

｀
夜
″
・

｀
こうもり

″
などなどイメージの対象や場面への設定にこと欠かない。 この因子こそ

は重大である。

なお、この「 こわい」は、 Jの「暗い」イメージに連鎖するものである。

[イ メージ群
―

G]

音の受容を「きれい」の因子で受け止めた事例は、46例 (幼250小-21)を数え、短三和音

に関わる次位の事例数である。そして、
｀
笛の音

″
・

｀
虹
″
・

｀
キラキラ星

″
・

｀
夕焼け

″
・

｀
お

月さま
″0｀お星さま

″0｀メリーゴーランド″・
｀
夢
″などが、子どもにとってG群を代表す

る「 きれい」な素材である。ここでは、次の点が興味深い。つまり、前出Fの「 こわい」に対

し、このGの因子「 きれい」は、情緒的に逆次元のものであると言うことである。しかし、こ

こに短三和音の本質に根ざす相容れる和音感を認めることができるのである。

[イ メージ群
―

H]

頻数37(幼 15・ 小-22)。 この「悲 しい」の因子でまとめられたHグ ループは、 Moll―

dreiklangが もつ和音色感のもう一つの大きな「顔」である。そして、次項 I群の「さびしい」 ,

イメージにも近似の要素を含んでいる。事例では、抽象的・概念的に悲しい気分を表出するも

のがかなりに目立ち、具象的には、
｀
泣いている

″
・

｀
死んじゃった……かわいそう

″の表現が

主流を占めている。
｀
さようなら

″
・

｀
迷子

″
・

｀
泣き虫

″などには、幼児 らしい想いが込めら

れている。

[イ メージ群―一 ―I]

感性への因子「さびしい」の感じ方でくくられたこの事例群は、その頻数33働150/1N-18)

で、内容的にHの「悲しい」類別のものに隣接し、互いに連動し合う関係にある。しかし、内

容的には微妙な違いをみせている点に注意しなければならない。

イメージのテーマは「 自然」に関するものが多く、具体的にはまことに多種多様である。
｀
汽笛

″0｀ふくろう
″0｀時計の音

″
・

｀
枯れ葉

″
など叙情的なものが日につく。

[イ メージ群― 一 ―」]

感性への因子「暗い」の感じ方でくくられたこの事例群はその頻数23(幼100小-13)で、

感情的に類別F「 こわい」の領域に関連している。

そして、こあ「暗い」イメージの主役は、男女を通じて「夜」であり、それが WOW・
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月`
″

などの自然、また
｀
電気

″0｀押し入れ
″

などの生活につながれてイメージされている。
また、

｀
曇り

″
,｀からす

″
などは異色の表現として評価できるであろう。

[イ メ‐ジ群
一

K]

感性への因子「やさしい・ かゎいい」でまとめられたこの事例群は、その頻数29(幼250小
-4)で、G群の「きれい」につながる性格である。

そして、短三和音のもつ独特の和音色に発した「やさしい・ かわいい」情感の表現は、ここ

でもまた誠にきめ細かく多彩である。醸成されたイメージから、味わい深いものを拾ってみる

と、 メ`ロン″
・

｀
果実を食べる音

″
・

｀
線香花火

″
・

｀
クリップ

″
・

｀
葉っぱの音

″
・

｀
サフラン

が落ちた音
″

などがある。

[イ メージ群一 ―
―L]

累計 8(幼 8・ 小-0)と いう低い数字にとどまった※2「安定感」の事例は、※ 1長三和

音の場合の37例に比べて、極端な様変わりである。このあたりの事情には、また更に別の観点
があるはずである。これも「安定感」の設定理由に合わせて、別掲「補遺」のなかで説述した
い 。

事例
｀
ごはんの時のお祈り

″
は傑作である。

さて、以上を総括して「短三和音の受容に見る感性的イメージ」(F～ L)は、表 1に示す

ように、「陰性的」なカテゴリーのものと断ずる事ができよう。

『補遺』一―― イメージ群のまとめ「安定感」(※ 10※ 2)について

ここでは、長三和音から導かれるイメージ群 E、 短三和音からのL群に対する「安定感」の

まとめ方について、和声学的な考察を試みながら注釈を置きたいと思う。

本実験は、すでに明らかなように、単独和音の掲示という「音の受容」の形のなかで行われ
た。事例E群・ L群にみる

｀
静止感

″
・

｀
終止感

″の情感は、この方法からくる主和音的な性

格に発するものであって、機能和声学の根幹に根ざす帰結である。

そして結果は、長三和音において実に37例 という優位の頻数である。短三和音の8例という

低位は、小さな短 3度の上に大きな長 3度の音程がのった形……言わば達磨の逆立ちという和
′
音の組成からくる陰性的要素の仕業として納得できるものである。

以上を模式的に例示すれば次のようである。

静止感―一一
｀
葉っぱが風で落ちたところ

″

終止感一一一
｀
流れ星がとまる時

″

要するに、和音色感覚に始発する具体的なイメージは、ここでは和音のもつ機能の側面にプ

ラスして反映されているということになる。他の事例群とは、別枠の「安定感」とした所以で

ある。不安定要素をかかえた短三和音※ 2で は、このあたりへの理解が特に必要である。
2 和音の種別と感性

表 2は、事例の頻数から得られたパーセンテージの一覧で、ここからは和音色→心象→感性
の育ちの全容を展望することができる。



｀
和音色

″を視点とした幼児の音楽的感性

表 2 和音の種別から見た適合率

年 少 年 中 年 長

長三和音 22.9% 39.2% 47.2%

短三和音 50.3% 71.9%・ 73.2%

。 事例の評価基準への適合率は、約30%の大きい開きで短三和音が長三和音の上位にある。

要因は
｀
味わい″の差と考えられる。

長三和音…自然、気にならない、あたりまえの音

短三和音…個性的、印象的、深さ、細やかさ、多彩～イメージし易い

。 小一の長・短の差が13%にすぎない点、及び年齢発達の面で顕著なものがある点には特に

注意を払わなければならない。

3 性差 0年齢差と感性

表 3は、これも表 1の頻数から得られたパーセンテージの一覧で、ここからは性差・年齢差

に関わる傾向をみてとることができる。

表 3 性差・年齢差にみる適合率

年 少 年  中 年 長

男

女

26.8%

46.4%

50.2%

60.9%

49.3%

71.1%

男  女 36.6% 55.6% 60.2%

* 性差について

年齢毎に、下から概ね20%～ 10%～20%～ 10%の男・女差の開きが認められ、いずれの場合

も女児が優位である。しかし、心象表出の内容面では、女児の実感的な態度に対して、男児の

詩的・ ロマンチックな空想の世界に遊ぶ特徴に気づくことができる。

* 年齢差について

発達的に見れば、年少～年中で約20%、 年中～年長で約 5%、 年長～小一で約25%の伸び率

である。このうち年長～小一での育ちは特筆すべきものと言わねばならない。

4 和音色識別の能力と感性

筆者による先行研究論文「和音色の識別能力の発達」°の中の ｀
和音色識別の正答率

″
と表

3を グラフ化したものとを対照することで、所日音色識別の能力と感性」の考察が可能である。

Ｅ
Ｕ

Ｏ
乙
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図3 和音色識別の能力と感性

武 田 道 子

―

,  感性の適合率1表 3)

r―  訓OI辞 {獅確 )

男  女   男  女   男  女   男  女

(年少児 )  (年 中児 )  (年 長児 )  (小 一児 )

すなわち、識別力と感性の伸びを示す男女の平均値によるふたつのカーブは、 (年長児で10

%程の差異を認めるものの)総体においては、見事な相似形を示す発達傾向である。

ただし、年少～年中にみる感性の発達の性差については、感覚のそれに照らして要注意であ

る。要因は、男児の言語発達にあると見られる。音楽的に決定的な劣性ではないことが、前項
の「性差の考察」でも明らかだからである。

以上、「感性の育ちは、和音色感の育ちに対応して深い相関関係にある」 と結論することが

できる。

Ⅳ 結 論

今回の研究は、幼児の さヽ
″

を育てるべく
｀
味わい″

の音楽を指向し、その視点としての
｀
和音色

″への挑戦であった。キース トーンは、
｀
楽 しいイメージの中に遊ぶ情動のはたら

き
″

ということになろう。

見事な和音色感は、楽しい心象を伴ってやわらかい感性～豊かな音楽性の育ちとなって花開

９０

％



｀
和音色

″
を視点とした幼児の音楽的感性

いていることが分かった。恵まれたこの時代性の真っ只中に生きる現代幼児、どうやら既成の

判断をくつがえして、日覚め、芽生えを見せ始めているということができよう。

結論を図4の ようにまとめて終わることにしたい。

図4 事例にみる
｀
和音色

″
の感性的イメ…ジ

7″ η γ ″

(年齢発達 ― )

感性的イメ

による拡がり%

なお関連する今後の研究課題として、次のテーマが残されている。

。 ｀
音楽的能力において、両性間の調整を特に必要としない″

とする一般的見解一 この性

差の問題に焦点化した実証的な研究

。 ｀
態度や動機づけが重要な要因になる

″
とする指導観に向けた臨床的な研究
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